
 

 

 

 

 

  

 

 

鳥取、東京と単身赴任で約 15 年間宇治田原町を離れていましたが、2021 年 3 月末に帝京科学大学を定年退

職して戻ってまいりましたので、今後ともよろしくお願いいたします。７月から宇治田原町内の主として植物

調査（きのこ調査を含む）を開始し、８月末まで約２カ月間に得られたデータを元にして、今回は、帰化植物

の侵入状況について報告いたします。 

現在、帰化植物で特に猛威を振るっているものとして、オオバナミズキンバイ（図１）、ナガエツルノゲイ

トウ（図２）の２種類が報告されています（ともに環境省ホームページ参照）。両種とも水辺に生育しますの

で、まずは田原川、犬打川等の宇治田原町内を流れる河川水域の調査から始めました。その結果、幸いなこと

に、今のところ、両種ともに見つかっておりません。水系では、一旦、侵入を許してしまうと、すぐに下流に

向かって広がってしまうため、今後とも監視して行くつもりですが、目にした際は、是非ご一報ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、東京在住中に高頻度で見ていたものには、アレチウリ（図３、山梨県上野原市）、オオブタクサ

（図４、宇治田原町内）がありましたが、これらも、今のところオオブタクサを１か所で見ただけですの

で、現状では特に問題はないようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、オオブタクサは花粉症の原因植物の一種でもありますので、殖えることのないように監視して行きたいと思

います。 

ハルジオン、ヒメジョオンのキク科植物２種はどこでも見られますので、これは気にしないことにしました。それ以外

に様々な地域で見られたものとして、多年草のヨウシュヤマゴボウ（図５）、アメリカオニアザミ（図６）、タカサゴユリ（図

７）、２年草のメマツヨイグサ（図８）の４種がありました。 
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図１．オオバナミズキンバイ 図２．ナガエツルノゲイトウ 図３．アレチウリ 

図４．オオブタクサ 図５．ヨウシュヤマゴボウ 図６．アメリカオニアザミ 



 

 ヨウシュヤマゴボウは果実が熟すと紫色になり、きれいで爆発的に増えるわけでもないので、特に問題は

ありませんが、アメリカオニアザミは大きな葉のふちが堅いトゲになり、また茎にもたくさんのトゲが生え

ていて触ると痛いので気持ちのよいものではありませんし、タンポポと同じキク科植物なので、花の後は種

子が綿毛となって周辺に飛散して広がって行きます。見つけたら、小さなうちに取り除いた方がよいでしょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タカサゴユリは球根以外に種子を散布して繁殖するので、毎年のように増えて

行きます。詳しくは下記をご覧ください。メマツヨイグサは道路沿いを中心に広

がってきていますが、今のところ、特に大きな問題は起こしていないようです。今後とも、引き続き問題になりそうな帰

化植物を取りあげて行きますので、住民の皆さんも一緒に、郷土、宇治田原町の豊かな自然を守って行きましょう。 

 

 

 

 

タカサゴユリは夏にきれいな白い花を咲かせる台湾原産のユリ科の植物一種です。日本在来テッポウユリによく似

ていますが、 

タカサゴユリは茎についてる葉が細長い点で異なります。 

花が咲き終わった後には茶色の 果実ができて、一つの当たり数百個の種子が風に乗ってばらまかれます。その

せいで、宇治田原町でもヒトの生活環境周辺は、爆発的に増えてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細長い葉 

成熟した果実                 未熟な果実 

 

今以上の分布拡大を避けるためには、花が咲いた後の、まだ緑色の未熟な果実を切り取ってください。種子の飛

散が抑えられます。侵略的外来種の繁殖で侵されつつある宇治田原町の豊かな自然を皆さんの力で保全しましょう。 

 

事務局より：今回掲載されている植物の写真は町ＨＰにカラーで掲載された会報誌をご覧ください。また、タカサゴ

ユリについては町ＨＰ（「環境衛生」→「環境保全」→「宇治田原町の野生生物」）に掲載しています。 

 

お問い合わせ先：エコパートナーシップうじたわら事務局 （宇治田原町役場 建設環境課内）      

〒610－0289 京都府綴喜郡宇治田原町大字立川小字坂口 18-1 

※町役場の移転に伴い事務局の住所も変わりました 

TEL 0774-88-6639  FAX 0774-88-3231  E メール：junkan@town.ujitawara.lg.jp 

会報のバックナンバーをご覧いただけます 

 宇治田原町役場ホームページ「トップ」⇒「環境衛生」⇒「エコパートナーシップうじたわら」 
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図７．タカサゴユリ 図８．メマツヨイグサ 
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